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     午前１０時２５分開議 

議  長（佐藤 淳君） 出席議員定足数に達しました。 

 これより本日の会議を開きます。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 第１ 議会運営委員会経過報告 

議  長（佐藤 淳君） 日程第１、議会運営委員会経過報告であります。 

 議会運営委員会委員長の報告を求めます。委員長反町清君の登壇を願います。 

              （議会運営委員会委員長 反町 清君登壇） 

議会運営委員会委員長（反町 清君） ご指名を受けましたので、議会運営委員会の経過について報

告申し上げます。 

 議会運営委員会は、議長の要請により、本日、議会開議前に委員会を開催し、本日の日

程と追加されます議案の取り扱いについて協議したのであります。 

 追加されますものは、群馬県六市自転車競走組合議会議員の補欠選挙をはじめ、市長提

出議案１件、議員提出議案１件であります。この取り扱いについては、日程表にもありま

すように、日程第１、議会運営委員会経過報告終了後、日程第２、選第５号群馬県六市自

転車競走組合議会議員の補欠選挙、日程第３、請願第８号・陳情第５号は総務常任委員会

に、日程第４、請願第５号・請願第６号については経済建設常任委員会に、日程第５、請

願第７号については教務厚生常任委員会にそれぞれ付託されておりますので、付託請願・

陳情の審査報告を各委員長から報告願った後、質疑、討論、採決を願います。日程第６、

議案第９５号、日程第７、議員提出議案第６号の２議案については、単独上程、単独審議、

委員会付託を省略し、即決していただくことに決定いたしました。 

 以上をもちまして、議会運営委員会の経過について報告を終わります。 

議  長（佐藤 淳君） 議会運営委員会委員長の報告が終わりました。 

 ただいま報告のありましたとおり、今後の議事運営を行いますのでご了承願います。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 第２ 選第５号 群馬県六市自転車競走組合議会議員の補欠選挙 

議  長（佐藤 淳君） 日程第２、選第５号群馬県六市自転車競走組合議会議員の補欠選挙を行い

ます。 

 お諮りいたします。選挙の方法につきましては地方自治法第１１８条第２項の規定によ

り指名推選によりたいと思います。これにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（佐藤 淳君） ご異議なしと認めます。よって、選挙の方法は指名推選によることに決し

ました。 



 お諮りいたします。指名の方法につきましては、議長において指名することにいたした

いと思います。これにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（佐藤 淳君） ご異議なしと認めます。よって、議長において指名することに決しました。 

 群馬県六市自転車競走組合議会議員に清水保三君を指名いたします。 

 お諮りいたします。ただいま指名いたしました清水保三君を当選人と定めることにご異

議ありませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（佐藤 淳君） ご異議なしと認めます。よって、ただいま指名いたしました清水保三君が

群馬県六市自転車競走組合議会議員に当選されました。ただいま当選されました清水保三

君が議場におられますので、本席から会議規則第３２条第２項の規定による告知をいたし

ます。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 第３ 請願第８号 郵政事業経営形態に関する国への意見書提出の請願 

    陳情第５号 救急車の２４時間態勢（昼夜）の配備確立方促進について 

議  長（佐藤 淳君） 日程第３、請願第８号郵政事業経営形態に関する国への意見書提出の請願、

陳情第５号救急車の２４時間態勢（昼夜）の配備確立方促進について、以上２件を一括議

題といたします。 

 総務常任委員会委員長の報告を求めます。委員長茂木光雄君の登壇を願います。 

              （総務常任委員会委員長 茂木光雄君登壇） 

総務常任委員会委員長（茂木光雄君） ご指名を受けましたので、去る１２月９日の本会議において

総務常任委員会に付託されました請願１件・陳情１件に対する審査の概要と結果について

ご報告申し上げます。 

 本委員会は、１２月１０日、市長、助役並びに関係部課長の出席を求め委員会を開催し、

慎重審査したのであります。なお、本委員会として、この請願第８号の紹介議員でありま

す木村喜徳議員にも出席を求め開催いたしました。 

 請願第８号郵政事業経営形態に関する国への意見書提出の請願についてご報告申し上げ

ます。この請願は、大樹会藤岡支部支部長黒澤一章氏から提出されたものであります。請

願の趣旨は、政府は、今、経済財政諮問会議において郵政事業の民営化論議を進めており

ます。地域に密着した、また高齢者に必要な郵政事業を今のまま非営利の日本郵政公社を

堅持されますように郵政事業経営形態に関する意見書を採択していただきたい旨の請願で

あります。 

 質疑の主なものについて申し上げます。郵政事業民営化の本当のねらいは何か伺いたい。



背景の一つとして郵便貯金があると思われる。それに対して民間の銀行が不利な状況にあ

り、仕事の機会が失われている。民間と競争を行わせ、さらなるサービスの向上を図り、

国民の利益を図っていくのが民営化のねらいではないかと認識しているとのことでした。 

 請願の趣旨に、民営化したときに不採算部分が切り捨てられ、都市部と中山間地ではサ

ービスが異なってくるとあるが、閣議決定された資料の中で、経営自由度の拡大、民間と

のイコールフッティングの確保などの事業方針が出ているが、今、心配されていることが

払拭できるか伺いたい。政府の考えているとおりにいくかどうかは、実際に民営化になら

なくてはわからないのが現状であり、請願趣旨の民営化により利益を考えた場合、当然不

採算部門は切り捨てになるという懸念はあると思われるとのことでした。 

 政府では民営化により競争原理が働くので、窓口サービスが今より充実するとのことだ

が、今以上にサービスが向上するという意図はあるのか伺いたい。現在のシステムにおい

て、国民からそれほど不満が出ていないのが事実で、現在の制度を堅持しても国民に不利

益を与えることはないとのことでした。 

 委員から次のような意見がありました。政府での展望と意見、地方での展望と意見にか

なりギャップを感じる。藤岡市の特定郵便局を考えると、山間僻地を抱える郵便局として

は、まさに請願のとおりであるが、郵政民営化に関しては、現在、他市でも論議されてお

り、その状況も踏まえ結論を出すということで、もう少し慎重な審議をする時間をいただ

きたく、継続審査でお願いしたいとの意見がありました。慎重審査の結果、全員をもって

継続審査すべきものと決定いたしました。 

 次に、陳情第５号救急車の２４時間態勢（昼夜）の配備確立方促進についてご報告申し

上げます。この陳情は、日野の明日を考える会代表小暮満氏ほか２名から提出されたもの

であります。 

 陳情の趣旨は、平成１６年９月１日をもって救急車の平日昼間配備が決まり運用開始と

なりました。日野地区の高齢者の現状をいろいろと考えた場合、地域住民の宿願である救

急車の２４時間態勢の配備確立の早期実現に向け推進いただきたい旨の陳情であります。 

 質疑の主なものについて申し上げます。平日昼間より夜間・土日の方の出動件数が多い

と聞いているが、確かな出動状況等を伺いたい。平成１５年度の日野地区の出動件数は９

０件で、そのうち朝７時から夜７時までが６２件、それ以外の時間が２８件で昼間の出動

件数の方が多く、日野に救急車が配備された平成１６年９月１日以降は２１件で、そのう

ち日野の救急車の出動が４件であるとのことでした。 

 ２４時間態勢を実現するのにかかる予算について伺いたい。２４時間態勢になると新た

な拠点が必要となり、１８０平方メートルくらいの庁舎建設費として４，０００万円、病

院の受け入れ態勢を含め高規格救急車への変更が必要となり、高規格救急車が４，２００



万円、人件費で交代要員など、消防法で定めた人員として１０名が必要になることから、

人件費が８，０００万円、その他備品で４００万円、合計で１億６，０００万円くらい必

要となるとこのことでした。 

 費用対効果について伺いたい。藤岡市の地形からして、市内から日野の往復を考えれば、

日野に救急車を配備することで病院への到着時間の短縮などの効果は大きいと思う。ただ、

分署については１市町村１カ所という広域での約束事もあるので、今後の議論として合併

を機会に新たな構築を考えければならないと思うとのことでした。 

 日野地区の独居高齢者に関して緊急通報システムはどのようになっているか伺いたい。

健康福祉部において独居高齢者に対して設置しているが、広域消防の中では配備がないと

のことでした。 

 消防業務の地域安全性確保の意味で、僻地に対する交付税措置対策について伺いたい。

平成１５年度の消防費のかかる基準財政需要額７億３，０００万円が交付税算入されてい

る。そのうち、藤岡市が広域消防に６億４，８００万円を使い、差額の４，１００万円は

非常備消防で使っている。日野地区に新たに消防分署をつくった場合、それに対しての交

付税の割増はないとのことでした。 

 委員から次のような意見がありました。救急車の２４時間態勢は地元の願望であり、費

用対効果の問題もあるが、さきに発生した新潟県中越地震の被災地を見ても、救急車配備

は必要であり、地域のことも考え、この陳情は採択していただきたいとの意見がありまし

た。慎重審査の結果、全員をもって採択すべきものと決定いたしました。 

 以上をもちまして本委員会に付託を受けました請願１件・陳情１件に対する審査の概要

と結果について報告を終わります。 

議  長（佐藤 淳君） 総務常任委員会委員長の報告が終わりました。 

 請願第８号郵政事業経営形態に関する国への意見書提出の請願について報告に対して質

疑に入ります。ご質疑願います。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（佐藤 淳君） お諮りいたします。質疑もないようでありますので質疑を終結いたしたい

と思います。これにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（佐藤 淳君） ご異議なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（佐藤 淳君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決いたします。請願第８号郵政事業経営形態に関する国への意見書提出の請



願について、総務常任委員会委員長の報告のとおり決することに賛成の方の起立を求めま

す。 

              （賛成者起立） 

議  長（佐藤 淳君） 起立多数であります。よって、総務常任委員会委員長の報告のとおり決し

ました。 

 陳情第５号救急車の２４時間態勢（昼夜）の配備確立方促進について、報告に対し質疑

に入ります。ご質疑願います。 

 塩原吉三君。 

１ ９ 番（塩原吉三君） この議員提出議案第６号でございますけれども、事務の漏れではないかと

思うのですけれども、署名はなさったそうなのですけれども、賛成者の中に坂本議員が載

っていないのです。ちょっと調べていただけますか。 

議  長（佐藤 淳君） 暫時休憩いたします。 

                                   午前１０時４０分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     午前１０時４１分再開 

議  長（佐藤 淳君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議  長（佐藤 淳君） 他に質疑はありませんか。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（佐藤 淳君） お諮りいたします。質疑もないようでありますので質疑を終結いたしたい

と思います。これにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（佐藤 淳君） ご異議なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（佐藤 淳君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決いたします。陳情第５号救急車の２４時間態勢（昼夜）の配備確立方促進

について、総務常任委員会委員長の報告のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

              （賛成者起立） 

議  長（佐藤 淳君） 起立全員であります。よって、総務常任委員会委員長の報告のとおり決し

ました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 第４ 請願第５号 「食料・農業・農村基本計画」見直しに関する請願 



    請願第６号 ＷＴＯ・ＦＴＡ交渉に関する請願 

議  長（佐藤 淳君） 日程第４、請願第５号「食料・農業・農村基本計画」見直しに関する請願、

請願第６号ＷＴＯ・ＦＴＡ交渉に関する請願、以上２件を一括議題といたします。 

 経済建設常任委員会委員長の報告を求めます。委員長大戸敏子君の登壇を願います。 

              （経済建設常任委員会委員長 大戸敏子君登壇） 

経済建設常任委員会委員長（大戸敏子君） ご指名を受けましたので、去る１２月９日の本会議にお

いて経済建設常任委員会に付託されました請願２件に対する審査の概要と結果について、

ご報告申し上げます。 

 本委員会は、１２月１０日、市長、助役、関係部課長の出席を求め委員会を開催し、慎

重審査したのであります。なお、本委員会はこの請願第５号、請願第６号の紹介議員であ

ります茂木光雄議員に出席を求め開催しました。 

 請願第５号「食料・農業・農村基本計画」見直しに関する請願についてご報告申し上げ

ます。本請願は、食とみどり、水を守る群馬県民会議議長坂本棟男氏から提出されたもの

であります。請願の趣旨は、「食料・農業・農村基本計画」見直しに関する意見書の採択の

旨の請願であります。 

 質疑の主なものを申し上げます。食とみどり、水を守る群馬県民会議について伺いたい。

この団体は連合群馬を主体とした労働組合の中の１つの組織で、約１万人の組合員で組織

されている。主な活動はアフリカへの飢餓救済米として高崎市内の休耕田を利用し、とれ

た米をパック詰めにして送ったり、農業の学習会や山を見る会という交流会を開催してい

るとのことでした。 

 県内の他市への請願提出状況について伺いたい。県議会には１１月に、１０市にもすべ

て年内のうちに提出するということになっているとのことでした。 

 現在の減反政策についての見解を伺いたい。減反政策は一定の効果がある。農業の法人

株式会社などの新しい取り組みにより集約化、効率化もやむを得ない。日本の農業を集約

化していこうという政策の中で、減反も同じように進める。その両方で進めていけば、農

業は大丈夫であるとのことでした。 

 米をつくるのはコンバインなど４点セットの機械で、１，０００万円からかかり負債が

増える。他産業並みに所得を得る具体的な方法が欲しいが、これらのことを考えてこの請

願を提出されたのか伺いたい。具体的な施策については国で考えていただくものです。こ

れは国に基本計画をしっかり守って実行していただきたい旨の請願であるとのことでした。 

 農業をほとんど知らない連合群馬が提出してきたが、農家を外した労働者だけでなく、

本職として農業に携わっている農家の声をきちんと聞いて、共同で提出したのか伺いたい。

食とみどり、水を守る群馬県民会議というのは、全農林と関係があるので米に関すること



を聞いた中で取り組んでいる。農業を知らない団体でなく、しっかり知った中で農業補填

策によって、耕作意欲を持てるようにしていただきたいということを主眼としているとの

ことでした。 

 群馬県内における農業組合法人や有限会社の状況について伺いたい。埼玉県の上里町で

農業生産法人が農林水産省より認定を受けスタートするが、今後、県内でも進めていくと

いうことを聞いておるとのことでした。 

 全国に認定農業者は１８万戸あるが、当市においてはどのぐらいあるか伺いたい。当市

における認定農業者数は９０名、年齢は申請時点で６０歳未満、農業経営改善計画を策定

し、経営改善の意思があること、認定期間は５年とのことでした。 

 工業製品の輸出のために農業が犠牲になっていることが、自給率の向上を阻んでいる原

因かと思う。生産者と消費者の理解と協力のもと、自給率引き上げ政策を推進する方法に

ついて伺いたい。日本型食生活の啓発事業ということで、米・パンの需要のさらなる開発

需要を喚起することとのことでした。 

 担い手は今までの水路や機械の共同だけの集落営農者だけではなく、帳簿をつけるとい

う経営者の実態を持つようにと言っている。請願では補助の対象は今までどおりでという

が、これでは改革の趣旨に沿わないので、どこかで範囲を決めていかなくてはならないと

考えるが伺いたい。国の政策が行き詰まっているので補助の対象を絞り込むというのでは

なく、農家をしている人には一律に補助を出していただきたいとのことでした。 

 委員から次のような意見がありました。食料自給率について、自給率は上げていただき

たいのでその辺は請願の趣旨に賛同いたしますが、他のところの項目を見ると「このまま

では改革は進まない、今のままの広く浅い補助金を願うという内容の請願である。」と思い

ますので、このような請願に対しては賛同できない旨の意見がありました。慎重審査の結

果、賛成者なしをもって不採択すべきものと決しました。 

 次に、請願第６号ＷＴＯ・ＦＴＡ交渉に関する請願についてご報告申し上げます。本請

願は、食とみどり、水を守る群馬県民会議議長坂本棟男氏から提出されたものであります。

請願の趣旨は、ＷＴＯ・ＦＴＡ交渉に関する意見書の採択の旨の請願であります。 

 質疑の主なものを申し上げます。請願内容の世界的な飢餓の拡大や地球規模での環境悪

化について伺いたい。各国が実情に合ったルールづくりの中で、食料自給率の向上や多面

的な農業生産をしていく中で、むだを廃止していこうということである。ＣＯ２削減問題

は京都議定書で取り組んでいるとのことでした。 

 国は農業合意を受け入れているが、このことについてどう考えるのか伺いたい。日本の

現状を保つのが難しくなり、セーフガードもなかなか発動しにくいが、これまでの方針を

変えることなく、譲るべきところはないと強い態度で交渉に当たっていただきたいとのこ



とでした。 

 ＡＭＳ（助成合計量）と緑の政策について伺いたい。ＡＭＳ（助成合計量）とは価格支

持相当額プラス削減対象補助金額のことで、市場価格と出荷価格に大差があり、無理やり

安く出荷するようなときに国が補填するようなことである。緑の政策はウルグアイランド

の中で言っている政策で、貿易とか生産にあまり関係のない新品種をつくることとか、試

験研究というような政策のことであるとのことでした。 

 ＦＴＡ（二国間自由貿易協定）について交渉の品目・内容を伺いたい。アジア諸国では、

フィリピンでバナナ・パイナップル等の熱帯産品の関税撤廃、農産物の検疫措置撤廃。タ

イでは、米・鳥肉等の農林水産物の関税撤廃、食品衛生や食物の検疫措置の緩和。マレー

シアでは、合板等の木材製品の関税撤廃。韓国では、日本の検疫撤廃、原産国表示等の撤

廃とのことでした。 

 ＷＴＯ（世界貿易機関）における議決方法とこの縛りについて伺いたい。グループ分け

になっており、そのグループが各ＷＴＯ（世界貿易機関）の議決権を持っている。縛りに

ついては詳しいことはわからないとのことでした。 

 ＷＴＯ（世界貿易機関）の交渉の大枠合意はされたが、具体的な数値は今後の交渉にゆ

だねられましたとあるが、いつこのような会議が開催されるのか伺いたい。２００５年１

２月に香港で開催予定とのことでした。 

 ＷＴＯ（世界貿易機関）よりＦＴＡ（二国間自由貿易協定）やＥＰＡ（経済連携協定）

の方に進んでいるようであるが、伺いたい。ＷＴＯ（世界貿易機関）の中では協議がなか

なか成立しない、進まないということで、ＦＴＡ（二国間自由貿易協定）に進んできてい

るのが現況である。ＥＰＡ（経済連携協定）はＦＴＡの中の協定であるとのことでした。 

 この請願内容の１番・３番・５番について意見を伺いたい。自由貿易の方向へ持ってい

きたいというのが日本の方針らしいが、バター等にかけている関税を撤廃あるいは下げて

しまうと、関係産業はみんなつぶれてしまうので、その水準だけは守っていただき、交渉

に臨んでいただきたいとのことでした。 

 委員から次のような意見がありました。２１世紀になると今の世界の耕地面積の２分の

１が急速な工業化により失われると思う。今後、各国からいろいろな食料等が順調に輸入

されてくればいいが、不測の事態、異常気象等も考えられるので、このようなことにかん

がみ、日本の農業の発展に力を入れるためにも賛同すべきものとのことでした。 

 また、次のような意見もありました。この請願については、日本の農家を守る、自給率

を上げるということでは農業政策に対してよいことが書いてあると思うが、国家間の問題

で国益、国の政策等もあるので、外交問題に関しては賛同できないので、不採択の方向で

お願いしたいとの意見でした。慎重審査の結果、賛成少数をもって不採択すべきものと決



しました。 

 以上をもちまして経済建設常任委員会に付託を受けました請願第６号に対する審査の概

要と結果について報告を終わります。 

議  長（佐藤 淳君） 経済建設常任委員会委員長の報告が終わりました。 

 請願第５号「食料・農業・農村基本計画」見直しに関する請願について、報告に対し質

疑に入ります。ご質疑願います。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（佐藤 淳君） お諮りいたします。質疑もないようでありますので質疑を終結いたしたい

と思います。これにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（佐藤 淳君） ご異議なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（佐藤 淳君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決いたします。請願第５号「食料・農業・農村基本計画」見直しに関する請

願について、経済建設常任委員会委員長の報告のとおり決することに賛成の方の起立を求

めます。 

              （賛成者起立） 

議  長（佐藤 淳君） 起立多数であります。よって、経済建設常任委員会委員長の報告のとおり

決しました。 

 請願第６号ＷＴＯ・ＦＴＡ交渉に関する請願について、報告に対し質疑に入ります。 

 ご質疑願います。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（佐藤 淳君） お諮りいたします。質疑もないようでありますので質疑を終結いたしたい

と思います。これにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（佐藤 淳君） ご異議なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（佐藤 淳君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決いたします。請願第６号ＷＴＯ・ＦＴＡ交渉に関する請願について、経済

建設常任委員会委員長の報告のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

              （賛成者起立） 



議  長（佐藤 淳君） 起立多数であります。よって、経済建設常任委員会委員長の報告のとおり

決しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 第５ 請願第７号 全額国庫負担の「最低保障年金制度」創設を政府に求める請 

          願 

議  長（佐藤 淳君） 日程第５、請願第７号全額国庫負担の「最低保障年金制度」創設を政府に

求める請願を議題といたします。 

 教務厚生常任委員会委員長の報告を求めます。委員長冬木一俊君の登壇を願います。 

              （教務厚生常任委員会委員長 冬木一俊君登壇） 

教務厚生常任委員会委員長（冬木一俊君） ご指名を受けましたので、去る１２月９日の本会議にお

いて、教務厚生常任委員会に付託されました請願１件に対する審査の概要と結果について、

ご報告申し上げます。 

 本委員会は、１２月１３日、市長、助役並びに関係部課長の出席を求め委員会を開催し、

慎重審査したのであります。なお、本委員会として、この請願第７号の紹介議員でありま

す清水保三議員にも出席を求め開催いたしました。 

 請願第７号全額国庫負担の「最低保障年金制度」創設を政府に求める請願についてご報

告申し上げます。本請願は、全日本年金者組合群馬県本部藤岡支部長高橋恒男氏より提出

されたものであります。請願の趣旨は、現在の年金制度を考えるとき、最も必要なのは「無

年金や低額年金」の改善です。無年金者は全国で６０万人を超えています。また、国民年

金受給月額の平均は４万６，０００円です。政府の進めている「リストラ・合理化」政策

により、正規雇用労働者が減少し、パートやアルバイトという「非正規」労働者が急増し、

厚生年金加入者を減少させ、国民年金保険料を払えない人も増えています。このような状

況を「根本的・抜本的」に改革し、無年金者をなくし低額年金を改善するために「最低保

障年金制度」の創設を求めるための請願であります。 

 質疑の主なものを申し上げます。最低保障年金制度は先進国の多くの国が採用し、国連

の社会権規約委員会でも導入を日本政府に勧告しているとのことだが、その内容について

伺いたい。現在、最低保障年金制度を実施している国が約２０カ国あり、特にオーストラ

リアでは全額を国庫負担しているとのことでした。 

 藤岡市では国民年金保険料の免除を受けている人は何人いるのか伺いたい。法定免除を

受けている人については４５８人で、そのほか申請免除を受けている人については９０８

人で、合計１，３６６人になるとのことでした。 

 藤岡市における国民年金の老齢給付受給者の１人当たりの月額の年金支給額は幾らにな

るか伺いたい。月額４万７，５２２円になるとのことでした。 



 この請願は無年金者をなくすという趣旨だが、藤岡市において年金をもらう年齢に達し

ていながら年金をもらっていない人は何人いるか伺いたい。国民年金に１度でも加入した

ことのある人の統計では２９７名になるとのことでした。 

 国連の社会権規約委員会が最低保障年金制度の導入を日本政府に勧告しているとのこと

だが、その勧告に拘束力はあるのか伺いたい。この勧告については、守ることがいいとは

思うが、絶対に守らなくてはならないものということではないとのことでした。 

 本来、国民年金制度は国民のだれもが保険料を納めなければならない制度と思うが、ど

のようになっているのか伺いたい。国民年金法の改正が行われ、昭和６１年度から強制加

入になっており、会社員が加入する厚生年金や公務員等が加入する共済組合に加入してい

る方を除いた、ほかの年金に入っていない方は、国民年金に加入する制度となっていると

のことでした。 

 現在の社会情勢や経済情勢の中で、リストラなどに遭って保険料が払えない人に対し、

今の社会保障制度の中で、救済するような制度はどのようなものがあるか伺いたい。年金

無給者の生活を救うということについては、生活保護法による生活扶助等があり、また申

請免除や学生の納付特例があるとのことでした。 

 委員から次のような意見がありました。この請願の無年金者等をなくし、低額年金の改

善という趣旨は賛同できるが、これの財源及び、今、日本の取り巻いているさまざまな難

しい問題等の中で、この最低保障年金制度を創設するということについては、もう少し慎

重に検討しながら取り組むべきではないかと考えられるので、趣旨採択にしていただきた

い旨の意見がありました。慎重審査の結果、賛成全員をもって趣旨採択すべきものと決し

ました。 

 以上で請願第７号に対する審査の概要と結果について報告を終わります。 

議  長（佐藤 淳君） 教務厚生常任委員会委員長の報告が終わりました。 

 報告に対し質疑に入ります。ご質疑願います。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（佐藤 淳君） お諮りいたします。質疑もないようでありますので質疑を終結いたしたい

と思います。これにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（佐藤 淳君） ご異議なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（佐藤 淳君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決いたします。請願第７号全額国庫負担の「最低保障年金制度」の創設を政



府に求める請願について、教務厚生常任委員会委員長の報告のとおり決することに賛成の

方の起立を求めます。 

              （賛成者起立） 

議  長（佐藤 淳君） 起立多数であります。よって、教務厚生常任委員会委員長の報告のとおり

決しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 第６ 議案第９５号 平成１６年度藤岡市一般会計補正予算（第４号） 

議  長（佐藤 淳君） 日程第６、議案第９５号平成１６年度藤岡市一般会計補正予算（第４号）

を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。市長の登壇を願います。 

              （市長 新井利明君登壇） 

市  長（新井利明君） 議案第９５号平成１６年度藤岡市一般会計補正予算（第４号）についてご

説明申し上げます。 

 今回の補正は、鬼石町との合併に伴い所要の予算措置が必要のため、第１条で示しまし

たとおり、歳入歳出それぞれ５，６６０万９，０００円を追加し、１８７億３，６８８万

３，０００円とするものであります。当初予算と比較しますと、２．２％の伸びとなって

おります。 

 次に、第２条の債務負担行為でありますが、第２表のとおり、追加として鬼石町との合

併に伴う電算システム統合委託費の１件であります。 

 続きまして、事項別明細について、歳出からご説明申し上げます。第２款総務費、第１

項総務管理費、第３目の事務管理費でありますが、合併に伴う電算システム統合委託費等

で５，６６０万９，０００円を追加するものであります。 

 続きまして、今回の補正財源となります歳入を申し上げます。第９款地方特例交付金で

は４，３７７万５，０００円を追加、第１２款分担金及び負担金では電算システム設置費、

鬼石町負担金として７８３万４，０００円を追加。第１４款国庫支出金では、市町村合併

推進体制整備費国庫補助金として５００万円を追加するものであります。 

 以上が説明の要旨であります。慎重審議の上、ご決定くださいますようお願い申し上げ

ます。 

議  長（佐藤 淳君） 提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。ご質疑願います。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（佐藤 淳君） お諮りいたします。質疑もないようでありますので質疑を終結いたしたい

と思います。これにご異議ありませんか。 



              （「異議なし」の声あり） 

議  長（佐藤 淳君） ご異議なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第９５号については、会議規則

第３６条第２項の規定により委員会付託を省略いたしたいと思います。これにご異議あり

ませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（佐藤 淳君） ご異議なしと認めます。よって、議案第９５号については委員会付託を省

略することに決しました。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（佐藤 淳君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決いたします。議案第９５号平成１６年度藤岡市一般会計補正予算（第４号）、

本案は原案のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

              （賛成者起立） 

議  長（佐藤 淳君） 起立多数であります。よって、議案第９５号は原案のとおり可決されまし

た。 

 暫時休憩いたします。 

                                   午前１１時７分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     午前１１時１６分再開 

議  長（佐藤 淳君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 第７ 議員提出議案第６号 救急車の２４時間態勢（昼夜）の配備確立方促進を 

              求める意見書の提出について 

議  長（佐藤 淳君） 日程第７、議員提出議案第６号救急車の２４時間態勢（昼夜）の配備確立

方促進を求める意見書の提出についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。提出者清水保三君の登壇を願います。 

              （２０番 清水保三君登壇） 

２ ０ 番（清水保三君） 議長から登壇のお許しをいただきましたので、議員提出議案第６号につい

て説明を申し上げる前に、文書に間違いがございましたので、訂正方をお願いしたいと思

います。議員提出議案第６号の中で議員全員の賛成の署名をいただいたつもりでいたので

すけれども、今、見ましたら坂本忠幸議員が抜けているということで、この坂本忠幸議員

を追加していただきたいというふうにお願いいたします。 



 救急車の２４時間態勢（昼夜）の配備確立方促進を求める意見書の提出について、案文

の朗読をもって提案理由の説明にかえさせていただきます。 

 救急車の２４時間態勢（昼夜）の配備確立方促進を求める意見書（案）。現在、日野地区

では６０歳以上の人が５５％を超え、年々高齢化が進み、高齢者の多くが体調を崩して通

院を続けているなど、高齢者を取り巻く環境は大変厳しいものがあります。特に独居高齢

者は、日夜、体調に不安を抱きながら生活をしているのが現状であります。また、同地域

内にはゴルフ場をはじめ温泉施設など、観光行楽周遊地として観光客も多いことから、平

日以外や夜間早朝時の事故による負傷者や急病人の即対応を必要としております。この地

域では、救急車の平日昼間配備が去る平成１６年９月１日をもって運用開始となりました

が、平日昼間の運用だけでは地域住民の不安が解消されません。現在、全国で市町村合併

が進む中、多野藤岡広域市町村圏振興整備組合構成自治体においても万場町・中里村が合

併し、これに伴う事業等の再編する時期をとらえて、日野地区に救急車の２４時間態勢配

備確立の早期実現を求めます。以上、地方自治法第９９条の規定により提出する。平成１

６年１２月２１日。多野藤岡広域市町村圏振興整備組合理事長あて。藤岡市議会議長佐藤

淳。 

 以上、提案理由の説明とさせていただきます。議員各位のご賛同をよろしくお願い申し

上げます。 

議  長（佐藤 淳君） 提案理由の説明が終わりました。これより質疑に入ります。 

 ご質疑願います。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（佐藤 淳君） お諮りいたします。質疑もないようでありますので質疑を終結いたしたい

と思います。これにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（佐藤 淳君） ご異議なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております議員提出議案第６号については会議

規則第３６条第２項の規定により委員会付託を省略いたしたいと思います。これにご異議

ありませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（佐藤 淳君） ご異議なしと認めます。よって、議員提出議案第６号については委員会付

託を省略することに決しました。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（佐藤 淳君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結いたします。 



 これより採決いたします。議員提出議案第６号救急車の２４時間態勢（昼夜）の配備確

立方促進を求める意見書の提出について、本案は原案のとおり決することに賛成の方の起

立を求めます。 

              （賛成者起立） 

議  長（佐藤 淳君） 起立全員であります。よって、議員提出議案議案第６号は原案のとおり可

決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

           閉会中の継続審査・調査の申し出の件 

議  長（佐藤 淳君） 各常任委員長・議会運営委員長及び特別委員長から、目下委員会において

審査、調査中の事件につき委員会条例第４１条の規定により、お手元に配付いたしました

申出書のとおり、閉会中の継続審査、調査の申し出があります。 

 お諮りいたします。各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査、調査に付する

ことにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（佐藤 淳君） ご異議なしと認めます。よって、各委員長からの申し出のとおり、閉会中

の継続審査、調査に付することに決しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

閉会中継続審査申出一覧表 

  

  番 号      件      名      委員会名      理     由 

 

  請 願  郵政事業経営形態に関する国への意 総   務 諸般の情勢から、なお慎重に審査 

  第８号  見書提出の請願          常任委員会 する必要があると認めるため 

  

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

 

 

 

 

 

 

 



閉会中継続調査申出一覧表 

  

   委 員 会 名           件             名 

  

              １．市有財産の管理状況について 

              ２．行政財政の実態について 

  総 務 常 任 委 員 会   ３．市行政の総合計画について 

              ４．交通安全施設について 

              ５．その他所管に関する事項について 

  

              １．農業振興対策について 

              ２．中小企業振興対策について 

              ３．商業振興対策について 

  経 済 建 設       ４．観光施設の整備拡充について 

     常 任 委 員 会   ５．道路及び橋梁整備について 

              ６．公営住宅事業について 

              ７．下水道施設の整備拡充について 

              ８．上水道施設の整備拡充について 

              ９．その他所管に関する事項について 

  

              １．学校整備状況について 

              ２．社会教育施設の充実について 

  教 務 厚 生       ３．社会福祉施設の充実について 

     常 任 委 員 会   ４．市税の適正課税について 

              ５．環境衛生施設の拡充について 

              ６．国民健康保険の実態について 

              ７．その他所管に関する事項について 

  

              １．議会の運営に関する事項について 

  議 会 運 営 委 員 会   ２．議会の会議規則、委員会に関する条例等に関する事項について 

              ３．議長の諮問に関する事項について 

  

  



 

   委 員 会 名           件             名 

  

  合 併 問 題 調 査    １．藤岡市の合併問題に関する事項について 

     特 別 委 員 会    

  

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

           字 句 の 整 理 の 件 

議  長（佐藤 淳君） お諮りいたします。本会議で議決されました議案については、会議規則第

４２条の規定に基づき、その条項・字句・数字等の整理を要するものにつきましては、そ

の整理を議長に委任されたいと思います。これにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（佐藤 淳君） ご異議なしと認めます。よって、条項・字句・数字等の整理は議長に委任

することに決しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

           市 長 あ い さ つ 

議  長（佐藤 淳君） この際、市長より発言を求められておりますので、これを許します。 

 市長の登壇を願います。 

              （市長 新井利明君登壇） 

市  長（新井利明君） 平成１６年第７回藤岡市議会定例会の閉会に当たり、一言お礼のごあいさ

つを申し上げます。 

 本議会は、１２月９日から本日まで１３日間にわたり開催され、議員各位におかれまし

ては大変ご多忙のところ、多くの重要案件につきましてご審議の上、ご決定いただき、心

よりお礼を申し上げます。 

 特に今回の議会では、藤岡市及び多野郡鬼石町の廃置分合をはじめ、関連議案の議決を

いただいたわけですが、平成１８年１月１日に新市が順調に船出できるよう、今後も最善

の努力を図ってまいります。また、本議会中に議員各位より賜りました貴重なご意見につ

きましては、今後の市政運営に生かしていく所存です。議員各位には、一層のご指導とご

協力をお願い申し上げます。 

 最後になりましたが、寒さ厳しき折、議員各位には健康に十分ご留意され、今後ともま

すますご活躍いただきますようご祈念申し上げまして、閉会のあいさつとさせていただき

ます。まことにありがとうございました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 



           閉      会 

議  長（佐藤 淳君） 以上をもちまして本会議に付議されました案件の審議は全部終了いたしま

した。 

 これにて平成１６年第７回藤岡市議会定例会を閉会いたします。 

                                   午前１１時２５分閉会 


